
八ヶ岳縦走：赤岳 阿弥陀岳と硫黄岳 横岳 

◆日程 2017年 9月 23日(土)～9月 24日(日) 

◆メンバー L : 須田 k、田村、小山田、津澤 

土曜早朝、須田さんの車は山野井、田村、津澤の順でピックアップし挨拶を交わしながら中

央高速へと向かう。渋滞はあるが、赤岳山荘の駐車場に到着する。 

9月 23日(土) 天候：曇り 

雨は上がる。南沢を経て行

者小屋に向かう。久しぶりに

重い荷物を背負うので足どり

がおもうようにいかず。練習

を積んでいればよかったと後

悔しながら最後を歩く。行者

小屋に到着後、テントを張る。

身支度を調え赤岳へ向かう。

文三郎尾根から上がる。荷物

軽くなり、足どりも軽くなる。

雨は降らないがガスの多い中

向かう。尾根に出た辺りでも

未だ山頂は見えず。急登を上がる。この辺りは土が本当に赤い。 

頂上は人も多い。登頂後、写真を撮り下山。阿弥陀岳に向かう。予想以上にガレていて、昨

日の雨の影響もあり岩に体を乗せにくい。 

阿弥陀岳に向かう。山頂に向かう間も須田さんに冬の阿弥陀岳ルートの話を聞きながら進む。

山頂に到着。私たち以外いない。鳥のさえずりがしたので探すと、岩ヒバリのよう。２日目横

岳に向う途中もツガイでいた。ガスが濃く眺望はないが南陵の方向を覗き込むとガスの合間か

ら岩がみえた。すごい形でした。冬にアタックする人はどんな訓練を積んで行くのだろうか‥

と考えながら下山。行者小屋に戻る。 

少し緊張からとけた辺りで、須田さんが女子三人の様子を観察できたことが今回の収穫だと

言っていた。 

やたら慎重‥（山野井）、楽

しそうに笑いながらエクボ

見せ歩く‥（津澤）いつもド

ライな表情‥（田村） 

 

今回の山行で雪の阿弥陀

岳を見たいと感じた。南陵の

岩を見て見たいと‥思った。 

 

（記：山野井）  
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CT：赤岳山荘駐車場 9:00～休 9:40～休 10:30～行者小屋 11:40/12:15～文三郎

分岐 13:20～0赤岳 14:0～阿弥陀岳 15:45～行者小屋 17:10 

 

9月 24日(日) 天候：晴れ 

入会して初めてテント泊の山行に参加することができました。ほとんど初めての経験でした

が、天気も良く楽しい 2 日間でした。 

2 日目は行者小屋～赤岳鉱泉～硫黄岳～横岳～行者小屋のコースで、前半は曇っていました

が、硫黄岳にさしかかった辺りから徐々に晴れてきて、周囲の山々を見渡すことができました。

下から見上げると、これを登るのか…と思ってしまいましたが、赤岳はやっぱりかっこいいな

と思いました。また、色々な山行に参加したいと思います。    （記：津澤） 

CT：行者小屋 5:30～赤岳鉱泉 6:00～休 6:45～硫黄岳 8:00～硫黄岳山荘 8:30～

横岳 9:30～地蔵尾根分岐 10:45～行者小屋 12:45～赤岳山荘駐車場 14:20 


